


人文研アカデミー2023シンポジウム

マルタン・ノゲラ・ラモス
フランス国立極東学院・准教授／出版部長
専門分野 キリシタンの近世史・近代史
フランス国立極東学院京都支部長、京都大学人文科
学研究所客員准教授を経て、現職。論文に、「茨木・
千提寺の隠れキリシタン初発見─1880年のマラン・
プレシ神父の書簡（翻刻・邦訳・解題）」(人文学報、
120号、2023年)など。

 「聖フランシスコ・ザビエル像」「マリア十五玄義図」などを秘かに伝えていたことで有名な大阪・茨木市のキリシ
タンの存在は、これまで大正9年（1920）に地元の関係者により発見されたと言われてきました。しかし実際に
は、その約40年前の明治12年（1879）に、パリ外国宣教会のフランス人宣教師によって発見されていたことが、
近年の調査で明らかになりました。本シンポジウムでは、パリや茨木に残された関連史料・遺物を手掛かりに、そ
の発見の背景と意義について探究します。

もう一つの〈キリシタン信徒発見〉
1879年茨木・千提寺とフランス人宣教師

〈C01〉発見時のザビエル像
〈C02〉マリア十五玄義図

（『京都帝国大学文学部考古学研究報告 第7冊
吉利支丹遺物の研究』より転載）

〈B01〉聖フランシスコ・ザビエル像（神戸市立博物館蔵）
〈B02〉マリア十五玄義図（茨木市立文化財資料館保管）
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桑野 梓
茨木市立文化財資料館・学芸員
専門分野 日本彫刻史
関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程修了。
博士（文学）。茨木市教育委員会発行『茨木のキリシ
タン遺物─信仰を捧げた人びと─』（2018年）を執
筆。論文に「キリシタン遺物から見る大阪・北摂地域
のキリスト教受容」『季刊民族学』174号、2020年。
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平岡 隆二
京都大学人文科学研究所・准教授
専門分野

九州大学大学院博士後期課程単位取得退学。博士（比較
社会文化）。長崎歴史文化博物館研究員、熊本県立大学
准教授などを経て現職。著書に『南蛮系宇宙論の原典的
研究』（花書院、2013年）など。
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高木 博志
京都大学人文科学研究所・教授
専門分野 日本近代史
立命館大学大学院修了。元『新修茨木市史』編纂委員。
著作に『近代天皇制と古都』（岩波書店、2006年）、
「1920年、茨木キリシタン遺物の発見」（『近代日本の
ヒストリオグラフィー』山川出版社、2015年）等。

��������������

科学史・東西交流史

パネリスト紹介

史料紹介

B01 B02

〈A01〉マラン・プレシ神父書簡（1880年1月20日付）
〈A02〉マラン・プレシ神父（1867年頃）
〈A03〉宣教師集合写真（左端にマラン・プレシ神父。1867年頃）
  　　　いずれもパリ外国宣教会資料館蔵
　　　  ©Institut de recherche France Asie
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	キリシタンちらし掲載用（表）
	キリシタンちらし掲載用（裏）



